
市政に対する一般質問

市政に対する
一 般 質 問

　今定例会では、13 人の議員が 6月
4日、5日、6日に一般質問を行いま
した。質問の中から、主なものを質問
者順に掲載します。

　一般質問とは、議案と関係なく市の行政
事務の状況や将来に対する方針などをただ
すもので、市側は、質問に対し基本的な考
え方や問題解決策について答弁します。

芦 葉 弘 志 議 員  
◯  高次脳機能障がいについて
◯ 公共施設の利便性向上策について
◯ 奨学金返還支援制度について

小 林 英 雄 議 員  
◯ 避難訓練について
◯ 環境問題について
◯ 道路整備について

坂 本 達 夫 議 員
◯ 幸手市庁舎整備アンケートについて
◯ 大中落流域水路整備工事について
◯ 幸手消防署庁舎建て替えについて
◯ 「埼葛人権を考えるつどい」について
◯ 中川崎、下川崎の道路事情について

宮 澤 大 地 議 員
◯ 幸手市内の交通渋滞について
◯ 児童館内放課後児童クラブの老朽化について

小 河 原 浩 和 議 員
◯ 吉田幼稚園跡地利用の進捗状況について

髙 野 優 一 議 員
◯ ふるさと納税について
◯ 多面的機能支払制度について
◯ 防災行政無線の設置状況について

本 田 謡 子 議 員
◯ 高齢者の粗大ごみ対策について
◯  幸手市防災会議やその他防災に関する女性
の登用や参加について

幸手市は１人 45分の制限時間内であれば、質問の回数に制限はありません。
議会だよりではスペースの都合上、質疑と答弁が要約してありますので臨場感ある、
本会議場での傍聴をお待ちしています。

あなたの を市政に声

分の制限時間内であれば、質問の回数に制限はありません。分の制限時間内であれば、質問の回数に制限はありません。分の制限時間内であれば、質問の回数に制限はありません。

詳しくはホームページを
ご覧ください。

９月定例会
のお知らせ

大 平 泰 二 議 員
◯ 学校統廃合について
◯ 体育館・公民館空調設備について
◯  桜まつり会場に隣接する違法な駐車場につ
いて

◯  高齢者が利用しやすい市内循環バス路線に
ついて

青 木  章 議 員
◯ 地域おこし事業について
◯ 幸手市大規模プロジェクト等について
◯ 移動スーパーについて

松 田 雅 代 議 員
◯ 市営神扇池釣場の新年度引継ぎ状況について
◯ 定住・移住対策について
◯  会計年度任用職員制度のより効果的な運用
について

小 泉 圭 司 議 員
◯ 学校運営の在り方について
◯  公共施設の熱中症対策と避難時の電力確保
について

◯ 公共交通計画について

四 本 奈 緒 美 議 員
◯ 災害に強い地域づくりについて
◯ 認知症対策「ユマニチュード」の普及について
◯ 予防できるがん対策について
◯ 幸手市集会所整備事業補助金 について

木 村 治 夫 議 員
◯ 防災体制の強化について
◯ 観光振興と市観光事業について
◯ 幸手駅西口土地区画整理事業 について
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市政に対する一般質問

用
し
た
り
、
市
内
を
通
り
抜
け
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
中
心
市
街
地

の
通
過
交
通
車
両
を
減
ら
す
こ
と

が
出
来
、
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
計
画
道
路
の

整
備
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
伺
う
。

　

都
市
計
画
道
路
杉
戸
・
幸

手
・
栗
橋
線
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
市
街
地
へ
の
通
過
交
通
車
両

が
減
り
、
渋
滞
が
軽
減
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

現
在
、
当
該
路
線
の
整
備
は
、
幸

ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
つ
も
の
と
思

う
が
、
導
入
に
対
し
て
の
考
え
を
伺

う
。「
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
」
で
す
が
、
本
人
ま
た
は
家

族
が
希
望
す
る
場
合
は
対
象
者
に
な

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
伺
う
。

　

今
後
、
市
と
し
て
は
、
高

次
脳
機
能
障
が
い
に
つ
い

て
、
十
分
な
理
解
を
深
め
る
た
め
の

啓
発
に
努
め
、
併
せ
て
相
談
員
等
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。

　
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
等
は
、
他
の

　

市
内
に
お
い
て
渋
滞
箇

所
が
多
く
み
ら
れ
、
長
年

に
わ
た
り
解
消
さ
れ
て
い
な
い
状
況

に
あ
る
。
そ
の
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
行
幸
地
区
等
市
内
の
西
地
区
に

計
画
さ
れ
て
い
る
、
都
市
計
画
道
路

杉
戸
・
幸
手
・
栗
橋
線
の
早
期
整
備

開
通
が
考
え
ら
れ
る
。
市
内
西
地
区

に
住
む
方
々
が
、
中
心
市
街
地
を
通

行
す
る
こ
と
な
く
駅
（
西
口
）
を
利

　
「
高
次
脳
機
能
障
が
い
」

と
は
事
故
や
病
気
な
ど
で

脳
に
損
傷
を
受
け
た
後
に
、
記
憶
力

や
注
意
力
の
低
下
な
ど
の
症
状
が
現

れ
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
支
障

が
出
る
障
が
い
で
あ
る
。
今
後
市
と

し
て
と
り
く
み
予
定
の
考
え
を
伺

う
。
他
市
で
導
入
し
て
い
る
「
お
ね

が
い
カ
ー
ド
」
や
「
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
」
は
本
人
や
家
族
に
と
っ
て
、
い

QQ

AA

都
市
計
画
道
路
杉
戸
・
幸
手
・
栗
橋
線
の
開
通
は

高
次
脳
機
能
障
が
い

手
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内

の
移
転
補
償
を
進
め
て
い
る
が
、
今

後
、
周
辺
道
路
の
交
通
の
流
れ
や
交
通

量
の
動
向
を
鑑
み
な
が
ら
、
当
該
路

線
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

 

（
建
設
経
済
部
長
）

自
治
体
の
事
例
を
研
究
し
、
導
入
に

向
け
て
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

　

つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
の
徘
徊
探
索
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
高
次
脳
機
能
障
が
い
等
の
症
状

に
よ
り
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
り
、

ま
た
は
そ
の
可
能
性
が
高
か
っ
た
り

す
る
場
合
に
、
ご
利
用
い
た
だ
く
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。

 

（
健
康
福
祉
部
長
）

 

芦葉弘志議員 小林英雄議員
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市政に対する一般質問

に
危
険
そ
の
も
の
で
す
。

　

市
長
は
、
中
川
崎
、
下
川
崎
の
道

路
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
ど
う
す

る
こ
と
に
よ
り
市
民
の
安
全
が
確
保

で
き
る
と
考
え
ま
す
か
。

　

当
該
地
区
の
道
路
は
、
い

わ
ゆ
る
生
活
道
路
と
し
て
、

様
々
な
年
代
の
方
が
利
用
し
て
い
ま

す
が
、
車
両
の
交
通
量
が
多
く
、
地

域
外
か
ら
の
車
両
の
「
抜
け
道
」
と

し
て
利
用
さ
れ
、
人
と
自
転
車
、
自

動
車
が
お
互
い
に
近
距
離
で
通
行
し

　

中
川
崎
、
下
川
崎
の
市
道

は
狭
く
、
交
通
量
が
多
い
。

特
に
朝
は
、
長
倉
小
学
校
、
西
中
学

校
へ
通
う
子
供
た
ち
、
自
転
車
で
久

喜
方
面
に
向
か
う
高
校
生
が
、
そ
の

狭
い
道
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
多
く
の
車
が
「
エ
ン
ゼ
ル
公

園
」方
面
か
ら「
さ
い
た
ま
栗
橋
線
」

方
面
や
「
国
道
４
号
」
方
面
へ
通
り

抜
け
ま
す
。
こ
こ
の
道
路
は
、
ま
さ

Q

A

て
い
る
道
路
だ
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
安
全
確
保
の
た
め
に
、
一
般
的

に
は
、
都
市
計
画
道
路
杉
戸
幸
手
栗

橋
線
の
整
備
が
有
効
と
考
え
ま
す

が
、
実
施
時
期
は
今
後
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、「
ゾ
ー
ン
30
」
区

域
と
し
て
広
く
運
転
者
に
対
し
意
識

付
け
を
行
う
ほ
か
、
交
通
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
の
周
知
徹
底
を
図
り
ま
す
。

（
市
長
・
建
設
経
済
部
長
・
市
民
生

活
部
長
）

る
車
両
が
複
数
い
る
と
後
続
車
が
詰

ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
原
因
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
渋
滞
緩
和
へ
の
対

策
や
工
夫
を
す
る
こ
と
は
可
能
で

し
ょ
う
か
。

　

渋
滞
緩
和
対
策
と
し
て

は
、
例
え
ば
、
右
折
レ
ー
ン

の
確
保
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
周
辺

に
か
け
て
全
体
的
に
通
行
車
両
の
多

い
平
日
朝
夕
の
出
勤
・
帰
宅
時
間
帯

で
は
、
特
定
の
場
所
で
通
行
の
し
易

さ
が
増
し
て
も
、
そ
の
場
所
に
更
な

　

市
道
１-
18
号
線
は
慢
性

的
な
渋
滞
を
起
こ
し
て
い

ま
す
。
特
に
国
道
４
号
線
幸
手
市
役

所
入
口
交
差
点
か
ら
東
五
丁
目
交
差

点
ま
で
の
区
間
の
渋
滞
は
ひ
ど
く
、

国
道
４
号
線
に
向
か
う
ド
ラ
イ
バ
ー

の
大
変
な
ス
ト
レ
ス
、
不
便
を
か
け

て
い
る
状
況
で
す
。

　

国
道
４
号
線
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
専

用
の
右
折
レ
ー
ン
が
な
く
、
右
折
す

Q

A

幸
手
市
内
の
交
通
渋
滞
に
つ
い
て

る
通
行
車
両
を
呼
び
込
む
こ
と
に
な

り
、
結
果
的
に
渋
滞
緩
和
に
つ
な
が

ら
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
実
現
可
能
な
対
策
を

研
究
し
て
参
り
ま
す
が
、
改
め
て
、

現
地
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
幸
手

警
察
署
と
協
議
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

（
副
市
長
・
建
設
経
済
部
長
・
市
民

生
活
部
長
）

宮澤大地議員 坂本達夫議員

中
川
崎
、
下
川
崎
の
道
路
事
情

（10）〔市議会だよりさって〕No.111



市政に対する一般質問

処
す
る
の
か
伺
う
。

　

契
約
が
成
立
し
た
場
合
、
Ａ
Ｌ
Ｃ

Ｃ
東
京
学
院
は
跡
地
を
ど
の
様
に
利

用
す
る
と
言
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

現
在
、
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
東
京
学

院
の
事
業
内
容
や
庁
内
で

の
事
務
手
続
き
等
の
確
認
を
進
め
て

い
る
。
買
戻
し
特
約
は
、
売
却
後
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
市
が
買
い
戻
す

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。 

10

年
経
過
後
も
適
切
な
運
営
を
担
保
す

る
た
め
に
は
、
連
携
協
定
等
を
締
結

　

Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
東
京
学
院
と

吉
田
幼
稚
園
跡
地
利
用
に

関
す
る
契
約
交
渉
は
ど
こ
ま
で
進
ん

で
い
る
の
か
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　

売
買
契
約
に
付
帯
す
る
10
年
間
の

買
戻
し
特
約
の
内
容
と
10
年
経
過

し
、
買
戻
し
特
約
の
効
力
が
な
く

な
っ
た
以
降
も
、
健
全
な
形
で
運
営

さ
れ
る
の
か
不
安
が
残
る
が
、
幸
手

市
は
ど
の
様
に
考
え
、
ど
の
様
に
対

Q

A

吉
田
幼
稚
園
跡
地
利
用
の
進
捗
状
況
を
伺
う

し
、
地
域
住
民
や
市
と
の
関
係
を
深

め
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

跡
地
は
日
本
語
学
校
の
教
育
・
研 

修
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、 

地
域
住
民
へ
の
開
放
等
に
つ
い
て
も 

提
案
い
た
だ
い
て
い
る
。

 

（
総
合
政
策
部
長
）

髙野優一議員

そ
こ
で
、
幸
手
市
内
に
お
け
る
防

災
行
政
無
線
が
「
聞
こ
え
な
い
」

「
聞
こ
え
に
く
い
」
と
い
う
声
に

対
し
て
の
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

　

現
在
の
防
災
行
政
無
線

は
、
適
格
か
つ
迅
速
な
情

報
伝
達
が
で
き
る
よ
う
設
置
し
た
も

の
で
あ
る
が
、「
聞
こ
え
に
く
い
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
そ
の
際
は
、
通
報
者
宅
付
近
で

聞
こ
え
具
合
を
確
認
す
る
な
ど
、
現

場
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

　

防
災
行
政
無
線
は
、
県

及
び
市
町
村
が
「
地
域
防

災
計
画
」
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
お
け
る
防
災
、
応
急
救

助
、
災
害
復
旧
に
関
す
る
業
務
に

使
用
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し

て
い
る
。「
い
つ
」、「
ど
こ
で
」

起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
や
一

刻
を
争
う
緊
急
時
に
重
要
な
情
報

を
市
民
に
伝
え
る
責
任
が
あ
る
。

Q

A

防
災
行
政
無
線

　

ま
た
、
設
置
後
に
新
し
く
建
設
さ

れ
た
建
物
や
気
象
状
況
が
、
音
の
伝

達
状
況
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
た
め
、
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

な
ど
、
放
送
内
容
が
聞
き
取
れ
な

か
っ
た
場
合
の
情
報
伝
達
を
補
完
す

る
た
め
の
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

 

（
市
民
生
活
部
長
）

小河原浩和議員
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市政に対する一般質問

男
女
別
や
日
中
又
は
夜
用
の
区
別
も

な
く
、
ま
し
て
お
し
り
ふ
き
も
な
い

状
況
で
い
い
の
か
。
早
急
に
暮
ら
し

が
見
え
る
女
性
の
視
点
が
必
要
と
考

え
る
。
女
性
委
員
３
割
以
上
に
向
け

て
の
幸
手
市
の
施
策
を
伺
う
。

　

幸
手
市
防
災
会
議
の
女

性
委
員
は
、
現
在
36
名
中
２

名
で
あ
り
、
国
の
目
標
で
あ
る
３
割

と
す
る
た
め
に
は
、
11
人
の
女
性
委

員
の
確
保
が
必
要
に
な
る
。

　

ま
た
、
現
委
員
の
任
期
満
了
が
令

　

令
和
６
年
１
月
に
内
閣

府
男
女
共
同
参
画
局
よ
り

出
さ
れ
た
「
男
女
共
同
参
画
の
視
点

か
ら
の
防
災
の
取
組
に
つ
い
て
」
で

は
、
地
方
防
災
会
議
の
女
性
委
員
の

割
合
を
３
割
以
上
と
し
て
い
る
が
、

２
０
２
５
年
ま
で
に
実
現
す
る
の

か
。
例
え
ば
市
防
災
備
蓄
品
の
中
の

子
ど
も
用
・
大
人
用
紙
お
む
つ
等

は
、
大
き
さ
の
区
分
だ
け
で
あ
る
。

Q

A

幸
手
市
防
災
会
議
の
女
性
委
員
３
割
目
指
せ
る
の
か

和
６
年
６
月
30
日
と
な
っ
て
お
り
、

次
期
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
、
７
号

委
員
を
選
出
い
た
だ
い
て
い
る
各
機

関
宛
て
に
、
女
性
委
員
の
積
極
的
な

推
薦
に
つ
い
て
、
御
依
頼
申
し
上
げ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

引
き
続
き
、
女
性
の
登
用
や
参
加

を
促
す
た
め
の
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

（
市
民
生
活
部
長
）

　

教
育
審
議
会
で
は
、
幸
手

中
学
校
と
東
中
学
校
の
統
合

に
つ
い
て
も
、
議
論
が
な
さ
れ
ま
し

た
が
、
市
内
の
学
校
配
置
の
バ
ラ
ン

ス
や
、
防
災
拠
点
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
し
て
の
役
割
な
ど
も
踏
ま
え

た
結
果
、
基
本
方
針
の
と
お
り
、
東

中
学
校
を
義
務
教
育
学
校
と
し
て
、

存
続
さ
せ
る
と
の
結
論
に
至
り
ま
し

た
。

　

市
と
し
ま
し
て
も
、
教
育
審
議
会

及
び
教
育
委
員
会
の
意
見
を
尊
重

し
、
中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
単

　

学
校
統
廃
合
案
は
中
学

校
を
３
校
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
根
拠
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま

た
、
東
中
を
１
と
し
た
場
合
、
幸
手

中
で
６
・
６
倍
、
西
中
で
10
倍
の
開

き
が
あ
り
生
徒
数
の
現
状
か
ら
み
て

中
学
校
２
校
で
も
よ
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
検
討
案
を
３
校
に
し
た
根

拠
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Q

A

学
校
統
廃
合
に
つ
い
て

な
る
人
数
合
わ
せ
で
な
く
、
地
域
の

事
情
な
ど
も
勘
案
し
義
務
教
育
学
校

を
設
置
す
る
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

（
市
長
・
教
育
部
長
）

大平泰二議員 本田謡子議員
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市政に対する一般質問

移
動
ス
ー
パ
ー
導
入

青木　章議員

惣
菜
、
肉
、
野
菜
、
果
物
、
パ
ン
、

お
菓
子
、
米
、
日
用
品
等
約
４
０
０

品
目
販
売
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
の
前
で
買
い
物
が
で
き
、
と
て
も

便
利
で
す
。
駅
東
側
市
街
地
内
の
高

齢
者
に
配
慮
し
た
対
応
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

幸
手
市
内
で
は
、
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
堂
久
喜
店
を
母
体

と
す
る
「
と
く
し
丸
」
が
市
の
西
側

の
地
域
を
週
２
回
運
行
し
て
い
ま

す
。
市
で
は
日
々
の
生
活
相
談
業
務

　

幸
手
市
駅
西
口
地
区
に

は
、
既
に
民
間
事
業
者
に

よ
る
「
移
動
ス
ー
パ
ー
」
が
巡
回
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
駅
東
側
地
区

に
は
、
導
入
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
幸

手
駅
周
辺
の
住
宅
街
に
お
い
て
も
、

高
齢
者
か
ら
「
買
い
物
に
歩
い
て
行

け
る
ス
ー
パ
ー
が
無
く
困
っ
て
い

る
。」
と
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

移
動
ス
ー
パ
ー
で
は
、刺
身
、寿
司
、

Q

A

の
な
か
で
、
高
齢
者
の
方
々
か
ら
、

「
近
所
に
ス
ー
パ
ー
が
な
く
、
買
い

物
が
困
難
」
と
の
話
を
聞
い
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
と
し
ま
し
て

も
、
買
い
物
が
困
難
な
高
齢
者
の
解

消
に
向
け
、
引
き
続
き
移
動
ス
ー

パ
ー
の
周
知
を
図
る
ほ
か
、
市
の
東

側
の
地
域
に
お
き
ま
し
て
も
、
７
月

頃
の
運
行
開
始
に
向
け
、
他
の
事
業

者
と
そ
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

 

（
健
康
福
祉
部
長
）

ラ
バ
ー
等
の
補
修
は
施
設
設
置
者
で

あ
る
市
の
責
務
で
あ
り
、
今
後
３
年

間
の
整
備
計
画
の
具
体
化
は
必
須
。

修
繕
計
画
、
経
営
黒
字
化
に
向
け
た

損
益
分
岐
の
考
え
方
、
収
入
・
来
場

者
数
の
目
標
、
見
込
み
を
伺
う
。

　

市
と
指
定
管
理
者
に
お

い
て
、
適
宜
情
報
交
換
を
行

う
な
ど
緊
密
に
連
携
を
図
り
、
必
要

に
応
じ
て
施
設
の
修
繕
等
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
良
好
な
維
持

管
理
に
努
め
る
。

　

市
営
釣
場
神
扇
池
は
市

の
貴
重
な
観
光
資
源
で
、
以

前
は
収
入
か
ら
納
入
金
が
納
め
ら
れ

る
公
設
施
設
の
優
等
生
で
あ
っ
た
。

今
年
度
か
ら
新
た
な
管
理
と
な
る

が
、
現
場
発
の
能
動
的
な
提
案
が
上

が
る
よ
う
監
督
者
と
し
て
運
営
改
善

に
努
め
て
欲
し
い
。

　

一
方
、
現
在
損
傷
に
よ
り
稼
働
し

て
い
な
い
ポ
ン
プ
や
桟
橋
の
傷
ん
だ

Q

A

計
画
的
施
設
整
備
で
経
営
環
境
改
善
を
目
指
す
べ
し

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
来
場
客
数
の
減

少
な
ど
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
前

年
度
よ
り
も
来
場
客
数
及
び
収
入
の

減
少
幅
が
少
し
で
も
小
さ
く
な
る
こ

と
を
目
標
に
、
指
定
管
理
者
と
共

に
、
集
客
を
高
め
る
た
め
の
対
策
等

を
講
じ
る
。

　

市
営
釣
場
神
扇
池
は
貴
重
な
観
光

資
源
で
あ
り
、
今
後
も
、
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
、
利
用
の
促
進
を
図
る
。

 

（
建
設
経
済
部
長
）

松田雅代議員
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市政に対する一般質問

　

自
治
会
館
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
拠
点
で
あ
る
。
補
正
予
算
を
組
ん

で
補
助
金
を
交
付
し
、
３
自
治
会
館

の
修
繕
を
今
年
度
中
に
実
施
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺

う
。

　

幸
手
市
集
会
所
整
備
事
業

補
助
金
は
、
予
算
の
範
囲
内

で
交
付
す
る
も
の
で
あ
り
、
令
和
６

年
度
の
予
算
の
範
囲
内
で
交
付
で
き

る
団
体
は
1
団
体
で
あ
っ
た
。

　

集
会
所
や
自
治
会
館
等
は
、
地
域

　

幸
手
市
集
会
所
整
備
事

業
補
助
金
は
、
自
治
会
自
ら

費
用
を
出
し
、
自
治
会
館
の
修
繕
等

を
行
う
際
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。

　

過
去
10
年
間
、
申
請
さ
れ
た
25
件

は
全
て
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て
い

る
。
今
年
度
は
３
自
治
会
よ
り
申
請

が
出
さ
れ
た
が
、
１
件
の
み
の
交
付

決
定
と
な
っ
た
理
由
を
伺
う
。

Q

A

幸
手
市
集
会
所
整
備
事
業
補
助
金
を
交
付
す
る
べ
き

の
一
体
感
の
醸
成
や
共
通
課
題
解
決

の
た
め
の
拠
点
で
あ
り
、
地
域
住
民

に
と
っ
て
も
行
政
に
と
っ
て
も
重
要

な
役
割
の
あ
る
場
所
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
、
各
施
策
事
業
に
係
る
全
体
予
算

と
の
調
整
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
当
該

補
助
事
業
の
予
算
確
保
に
努
め
る
。

（
市
長
・
総
合
政
策
部
長
・
市
民
生

活
部
長
）

　

市
長
は
こ
れ
ら
の
チ
ャ
ン
ス
を
活

か
し
て
人
口
を
増
や
す
為
の
政
策
を

打
つ
こ
と
は
検
討
さ
れ
な
い
の
か
。

　

学
校
を
な
く
す
こ
と
と
、

人
口
を
減
ら
す
こ
と
と
は
、

全
く
別
問
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

（
市
長
）

　

大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
産
業
団
地
を
拡
張

し
て
雇
用
を
増
や
す
、
戸
島
地
域
で

は
今
後
開
発
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
地
域
が
あ
る
、
幸
手
団
地
に
お

い
て
は
集
約
化
で
戸
建
て
も
建
て

ら
れ
る
用
地
が
出
来
る
な
ど
、
移

住
が
見
込
め
る
環
境
が
様
々
あ
る

が
、
人
口
を
増
や
す
た
め
に
は
最
寄

り
の
小
学
校
の
存
在
は
重
要
で
す
。

Q

A

人
口
を
増
や
す
た
め
に
も
学
校
は
存
続
さ
せ
る
べ
き

小泉圭司議員四本奈緒美議員
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市政に対する一般質問

の
交
付
金
等
調
査
し
、
水
質
検
査
実

施
、
案
内
板
設
置
、
自
主
防
災
会
、

個
人
、
企
業
に
登
録
を
周
知
し
新
た

な
助
成
制
度
を
確
立
す
べ
き
。
災
害

用
井
戸
は
、
水
確
保
手
段
の
最
も
有

効
方
法
、
市
長
の
見
解
は
。

　

災
害
時
に
お
い
て
、
井
戸

水
が
生
活
用
水
と
し
て
活

用
さ
れ
た
事
例
な
ど
か
ら
、
災
害
用

井
戸
の
有
用
性
に
つ
い
て
認
識
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
災
害
用
井
戸
の
設
置
に

　

大
規
模
地
震
災
害
時
、
市

内
水
道
施
設
の
損
傷
に
よ

り
、
長
期
間
断
水
が
想
定
さ
れ
る
。

飲
料
水
以
外
の
生
活
用
水
に
つ
い
て

は
確
保
出
来
な
い
。
１
人
当
た
り
１

日
１
８
６
ℓ
以
上
の
水
が
必
要
で
あ

る
。
市
と
し
て
、
災
害
用
井
戸
に
対

す
る
認
識
と
設
置
の
取
り
組
み
、
断

水
に
よ
り
飲
料
水
・
生
活
用
水
の
対

応
・
対
策
は
喫
緊
課
題
で
あ
る
。
国

Q

A

幸
手
市
災
害
時
協
力
井
戸
登
録
制
度
の
確
立
を

関
す
る
制
度
を
確
立
す
る
た
め
、
県

内
自
治
体
の
「
災
害
時
協
力
井
戸
の

取
り
組
み
」
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を

参
考
と
し
、
取
り
組
み
方
法
等
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
を
行
う
。

　

さ
ら
に
、
井
戸
の
所
在
の
把
握
に

努
め
、
災
害
用
井
戸
と
し
て
の
利
用

に
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。

 

（
市
長
）

木村治夫議員

　市議会の本会議については、インターネッ
トによる中継を行っており、本会議の開会
中にご覧いただける「ライブ中継（生中継）」
と、いつでも視聴ができる「録
画中継」の配信をしています。
中継は、スマートフォンやタ
ブレット端末でもご覧いただ
けます。

　本会議、常任委員会、議会運営委員会は
原則公開しており、どなたでも傍聴するこ
とができます。
　傍聴を希望される方は、市役所本庁舎３
階の議会事務局までお越しいただき、傍聴
申込書に住所・氏名を記入し、傍聴券を受
け取ってください。事前予約は不要です。
　傍聴は、市議会の活動にふれることがで
きる身近な方法ですので、ぜひお越しくだ
さい。
【注意事項】
・ 傍聴席では飲食禁止です。
・ 携帯電話の電源は必ずお切りください。
・ 写真撮影、録音はしないでください。

◆議会中継のご案内◆

◆議会傍聴のご案内◆

次回の定例会は

より開催予定
９月２日（月）

傍聴に
行こう !
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